
車載用LIBのリサイクルの現状と課題
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その裏には・・・

ABEMA NEWSより引用
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負極シート負極シート

正極シート正極シート

セパレータセパレータ

セパレータセパレータ

銅箔銅箔

アルミ箔アルミ箔

円筒電池の中身



LIB部材 具体例

正極 ・コバルト酸リチウム（LiCoO2）
・ニッケルコバルトマンガン酸リチウム（LiNi1/3Co1/3Mn1/3O2）
・ニッケルコバルトアルミニウム酸リチウム
（LiNi0.85Co0.10Al0.05O2）
・マンガン酸リチウム（LiMn2O4）
・リン酸鉄リチウム（LiFePO4）

正極集電体 ・アルミニウム箔

負極 ・天然黒鉛、人造黒鉛
・ケイ素（Si，SiO, SiO2）を含む黒鉛
・チタン酸リチウム（Li4Ti5O12）

負極集電体 ・銅箔

セパレータ ・ポリエチレン及びポリプロピレン（Al2O3塗布含）

電解液 ・LiPF6、LiN（SO2F）2
・エチレンカーボネート、ジメチルカーボネートなど

電池缶 ・アルミニウム
・ステンレス（Fe, Ni, Cr, Mo）

LIBに使用される多様な部材
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経産省引用/全量輸入に依存する元素

「資源ナショナリズムの先鋭化」が広がりつつある（経産省資料より）

（ザンビア、ジンバブエ、南ア、中国、インドネシア、メキシコ、フィリピン、ベトナム・・・）

米国/Dodd-Frank法（「紛争鉱物」を指定）

2013年～ ﾀﾝﾀﾙ、ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ、ｽｽﾞ、金は調達先の開示義務⇔リサイクル品は免除

環境汚染を理由に、政治的に資源輸出を制限する事例が増えている

需給バランスが崩れ、市場価格が高騰し、日本企業の買い負けも見られる
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１つの鉱山に匹敵する量

2021年2月、バイデン大統領は、EV用大型電池など4分野の重要鉱物について、中国
からの輸入依存度を下げる調達体制の構築を目指した大統領令に署名



経産省引用/リサイクル検討優先鉱種・重点検討鉱種

うち リサイクル重点検討鉱種(5種)

リサイクル検討優先鉱種(14種)

https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/tokushu/anzenhosho/koubutsusigen.html 8



この法律により、小型二次電池の電池メーカーとそれを使用する機器メーカー及び
それらの輸入事業者に、小型二次電池の回収・再資源化が義務づけられた

2011年4月、「資源有効利用促進法」と共に、（社）電池工業会の87社の企業によ
る「小形二次電池再資源化推進センター」が発足

2004年4月、（社）電池工業会を含む会員により、有限責任中間法人JBRC設立

自動車用電池（二輪バイク用含む）・乾電池・ボタン電池は、JBRCの回収対象外

資源有効利用促進法（2011年4月施行）

鉛蓄電池は含まれない

・車載用として、そのまま廃車となるLIB・・・自動車工業会

・車載用をリユース後、リサイクルするLIB・・・電池工業会

【課題】・・・中古LIBの品質保証は誰が責任を持つのか？
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2018年9月4日 一般社団法人日本自動車工業会 2018年度産構審・中環審合同会議資料より 10



電池のリサイクル・リユース

車の「販売リサイクル法関連預託金」に
LIBも加わる可能性がある

・シュレッダーダスト
・エアバック
・フロン

LIB

・LIB処理費用（解体費、分離・精製費、配送）が確実に資源回収費を上回る

→廃棄物として、お金をもらってリサイクルする必要がある

→処理コストを低減するために、如何にシンプルに処理するか？
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外圧＝黒船により、「変わらされる」のが日本の特徴

地産地消

・自動車産業の覇権争い
・リサイクル部材の争奪戦



リサイクルの課題

■中古電池の課題

・非破壊での正確な電池寿命診断

■材料の課題

・正極材料の違い

・製造された年代による違い≒モデルチェンジによる違い

・含有元素やその含有量の表示の必要性

■形状の課題

・パックサイズの違い≒車種（LIBメーカー）による違い

・セル形状（円筒・角型・パウチ）の違い

■状態の課題

・リユース電池、廃棄電池の輸送中の安全性・・・ガイドラインが必要

・放電していない（充電状態のままの）電池

・事故で破損した電池

・水に浸かった電池

正極はNi比率が上がっている正極はNi比率が上がっている

発火・感電リスク(死にボルト)発火・感電リスク(死にボルト)

パックやセルの解体の難しさパックやセルの解体の難しさ
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1950年代 1960年代

宇部方式 宇部市HPより引用

『工場の煙突から出る黒煙は発展のシンボルだ！』と言えた時代
令和時代は、「環境汚染産業」のレッテルを貼られてしまう

・1951年、56㌧/平方km（世界一）

☞ 委員長は市長＋【産・官・学・民】の「宇部市ばいじん対策委員会」を設置

☞ 大気汚染の規制基準や罰則を設けず

・1954年、ダスト・イズ・マネー

☞ 宇部興産㈱中安閑一氏がピッツバーク視察後、積極的に取り組む

・1997年、 「グローバル500賞」 を受賞（国際連合環境計画UNEPより）
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三位一体 産業界

大学 官公庁

・法改正
・許認可（許可・認可・届出）
・補助金

・アイデアと技術検証
・若手人材の養成

・電池規格の標準化
・リサイクル資源の輸送
・電池解体装置
・資源回収
・最終廃棄物

・「コストが合わない」と言っている間は、必要性を感じていない現れ

・「課税」 「罰金」が始まれば、「捨てた方が安い」と言えなくなる

・「補助金」や「減税」が始まれば、取返しがつかないほど企業格差は広がる
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LIBリサイクルは国家レベルの課題として急務



ご清聴、ありがとうございました
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